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「
Ｅ
Ｒ
の
医
者
は
指
揮
者
（
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
）
の

よ
う
な
存
在
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
。
名
古
屋

の
病
院
に
勤
務
し
て
い
た
際
に
上
司
か
ら
い
た
だ
い

た
言
葉
で
す
。
患
者
さ
ん
の
担
当
医
を
決
め
る
だ
け

で
な
く
、
重
症
度
や
診
療
す
る
医
師
の
ス
キ
ル
や
経

験
値
、
患
者
さ
ん
と
の
相
性
な
ど
、
多
面
的
に
指
揮

を
と
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
転
帰

が
よ
り
良
い
も
の
と
な
る
た
め
の
指
揮
で
す
。

　
災
害
診
療
で
も
、
重
症
患
者
さ
ん
で
も
、
救
急
外

来
の
患
者
さ
ん
で
も
、
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
と
し
て
の
役

割
が
求
め
ら
れ
る
し
、
果
た
し
て
い
き
た
い
信
条
で

す
。救

急
外
来
で
行
っ
て
い
る
こ
と

　
今
は
不
応
需
件
数
の
減
少
で
す
。
「
救
急
搬
送
を

絶
対
に
断
ら
な
い
」
病
院
は
あ
り
ま
す
が
、
当
院
で

は
ま
だ
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
近
く
の
医
療
機
関
に
何

件
も
断
ら
れ
遠
方
の
病
院
へ
搬
送
さ
れ
る
、
30
分
〜

１
時
間
後
に
搬
送
先
が
決
ま
る
事
例
も
あ
り
ま
す
。

当
院
だ
け
の
取
り
組
み
で
は
難
し
い
た
め
、
地
域
の

医
療
機
関
や
救
急
隊
、
保
健
行
政
な
ど
と
協
働
し
て

解
消
し
、
患
者
さ
ん
が
安
心
し
て
救
急
医
療
に
か
か

れ
る
、
そ
の
仕
組
み
を
確
か
な
も
の
に
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

私
の
健
康
法

　
不
規
則
な
業
務
な
の
で
、
健
康
的
な
毎
日
と
は

言
い
難
い
の
で
す
が
、
心
の
健
康
を
保
つ
た
め
に
子

ど
も
と
よ
く
遊
ん
で
い
ま
す
。
私
は
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
が
幸
せ
な
人
生

を
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
思
う
し
、
今
は
わ
か
ら
な
く

て
も
将
来
、
彼
ら
が
大
人
に
な
っ
て
父
親
に
な
っ
た

時
、
「
こ
の
父
親
の
息
子
で
よ
か
っ
た
」
と
思
っ
て

ほ
し
い
し
、
後
世
に
残
せ
る
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い

る
つ
も
り
で
す
。
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救急科　部長 市川 元啓
軽症や中等症の中に潜む重症
　当院救命救急センターの年間患者数は、2021年度で約４万人。夜間の急な腹痛や頭

痛、転倒による外傷など、さまざまな訴えを抱える患者さんの「万が一」を見逃さないよ

う、当院救急科医は日夜診療に当たっている。

　2021年の秋、70代女性が屋外で気を失い当院へ救急搬送された。市川元啓医師が問

診を始めるが、身体に痛みはなし。不整脈や肺塞栓、急性心筋梗塞なども疑うが、検査

をしても異常がない。それでも失神したのはなぜか。隠れた原因を見つけるため、超音

波検査を実施。「これだ」。異常を見つけ、すぐ造影CT検査を行った。診断は大動脈解

離。すぐさま心臓血管外科につないで緊急手術が間に合った。

　「軽症や中等症の中に潜む重症を探し出す。救急医は隠れた重症を見つける専門家だ

と思っています」と市川医師。当院救急科は28人の医師が所属し、若手への指導も多い。

自身の経験も伝えながら、センター全体で隠れた疾患を見逃さないよう、尽力している。

私
の
信
条

p e r s o n a l i t y

取り扱う主な疾患
disease 
　急激に脳の血流が失われて意識を失うこと
と定義されています。当院救命救急センター
に失神で搬送される年間患者数は、2021年
度で78人。多くは一時的に脳血流が減少して
起こる良性失神ですが、不整脈や肺塞栓、急
性心筋梗塞などの循環器疾患のほか、無痛性

失神   【しっしん】 

大動脈解離のような重大な疾患が隠れている
こともあります。
　失神はしばらくすると意識を回復しますが、
その裏に潜む疾患もあります。自己判断では
なく、受診されることをお勧めします。

いちかわ　もとひろ
愛知県豊橋市出身。三重大学医学部
卒。茅ヶ崎徳洲会総合病院、名古屋
掖済会病院を経て２０１４年に倉敷中
央病院に着任。日本救急医学会救急
科専門医、JATECインストラクター。
倉敷へ引っ越して以来、用水路の危
険性に着目、用水路等転落事故防止
対策検討会議に参加するなど、行政
への働きかけを行いながら用水路転
落症例の防止に取り組んでいる。
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私
は
外
傷
を
メ
イ
ン
に
診
て
い
ま
す
が
、
重
症

外
傷
の
発
生
は
そ
こ
ま
で
多
く
な
い
。
日
本
は
外
国

に
比
べ
れ
ば
は
る
か
に
安
全
。
し
か
し
日
本
は
海
外

と
比
較
し
て
高
齢
者
外
傷
の
割
合
が
多
い
。
高
齢
者

は
長
期
間
の
リ
ハ
ビ
リ
や
社
会
調
整
が
必
要
と
な
る

ケ
ー
ス
が
多
く
、
治
療
後
に
い
か
に
元
の
生
活
に
戻

れ
る
か
が
大
切
。
社
会
が
求
め
る
医
療
・
役
割
に

フ
ィ
ッ
ト
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

世
間
話
で
、

「
非
日
常
」
を
「
日
常
」
に

　
海
外
で
外
傷
の
経
験
を
積
ん
だ
の
ち
、
帰
国
後

に
「
世
間
話
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
始
め
ま
し
た
。
救

命
救
急
セ
ン
タ
ー
へ
搬
送
さ
れ
入
院
し
た
患
者
さ
ん

は
、
生
活
の
場
か
ら
一
転
、
非
日
常
を
強
要
さ
れ
る

わ
け
で
す
。
朝
７
時
に
起
き
、
夜
９
時
に
寝
る
。
そ

れ
が
も
う
、
環
境
変
化
そ
の
も
の
。
病
院
は
医
療
者

に
と
っ
て
は
「
治
療
の
場
」
、
患
者
さ
ん
に
と
っ
て

は
「
生
活
の
場
」
。
入
院
生
活
の
サ
イ
ク
ル
は
変
え

ら
れ
な
い
け
れ
ど
、
会
話
な
ら
で
き
る
と
考
え
ま
し

た
。

　
患
者
さ
ん
に
一
番
近
い
看
護
師
が
キ
ー
パ
ー
ソ

ン
。
「
今
日
の
天
気
は
な
ん
で
す
か
？
」
「
明
日

は
雨
が
降
り
そ
う
で
す
ね
」
。
そ
れ
が
患
者
さ
ん

に
と
っ
て
貴
重
な
時
間
だ
と
病
棟
看
護
師
に
レ
ク

チ
ャ
ー
し
、
医
療
の
会
話
で
は
な
い
「
世
間
話
」
を

し
て
も
ら
う
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。
救
急
科
が

介
入
す
る
病
棟
で
は
共
感
し
て
く
れ
た
看
護
師
を
中

心
に
、
少
し
ず
つ
広
が
っ
て
い
ま
す
。

病
院
が
社
会
に

　貢
献
で
き
る
こ
と

　
健
康
に
関
心
が
な
い
方
と
ど
う
や
っ
て
向
き
合
う

か
が
、問
題
解
決
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
必
要
で
す
。

病
院
が
社
会
に
貢
献
で
き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
残
り
の
医
者
人
生
で
、
実
現
に
向
か
っ
て
い

き
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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救急科　部長 田村 暢一朗
重症外傷を負われた患者さんの救命
　2022年の春、救急受入要請が救急隊から入った。歩行中の男性に軽乗用車が衝突し

たという内容で、救急車の到着予定は20分後。救急チーフの田村暢一朗医師は看護師

や診療放射線技師、臨床検査技師らと協力し、緊急輸血や気管挿管などの準備に素早

くとりかかる。到着５分前、救急隊から連絡があった。「心停止しています」。

　到着後すぐに開胸し、心臓マッサージを行い、緊急輸血を行った。腹部からの出血の

可能性が高く、心臓マッサージを行いながら開腹。開腹中に心拍が再開した。脾臓など

から大量出血があり、脾臓摘出術、膵体尾部切除術で止血した。

　当院救命救急センターには2021年度で約220人の重症外傷が救急搬送されており、田

村医師も加わる外傷・急性期外科チームが対応に当たる。救急科医だけでなく整形外科

医や脳外科医、放射線科医、手術室、集中治療室、一般病棟、リハビリスタッフによるチー

ムが存在することで、共通認識を持って質を保ちながら診療できる体制を整えている。

私
の
信
条

p e r s o n a l i t y

取り扱う主な疾患
disease 
　2021年度に重症のケガで当院の集中治療
室に入室された患者さんは120人。交通事
故、ご自宅での転倒、高所からの転落や農作
業中の事故などで重度のケガを負って搬送さ
れました。頭、頚椎（首の骨）、四肢、骨盤など
に重度の損傷を負ったり、脊髄損傷で手足の

外傷   【がいしょう】 

動きに大きな障害を残す方もおられます。農
機具の歯による傷は土などの汚染もあり、傷
から黴菌が入り治療に難渋することもありま
す。「事故無く、今の生きがいや楽しみが続く
ようにお過ごしいただきたい」。それが私たち
の願いです。

たむら　のぶいちろう
京都市出身。鹿児島大学医学部卒。
川崎医科大学附属病院、倉敷中央病
院で臨床研修。川崎医大附属病院救
命救急センターを経て２０１３年に倉
敷中央病院に着任。日本外科学会専
門医、日本救急医学会救急科専門医、
日本集中治療医学会専門医。
大学では馬術部に所属、最近再開。
「同じ指示でも馬によって反応はさまざ
まで、それが面白い」

Introducing a doctor
vol.4

ばいきん



遡ること1975年。第1棟1階への救急診察室設置から当院の救急の歴史が始まりました。
2006年に初めて救急専従医が着任。2012年に3棟1階へ移転し、2013年に 岡山県5番目の救命救急センターとして認可されま
した。その後「地域の救急の砦」という自負、患者さんを救命したいと意欲をもった医師が集い、2022年7月現在、救急専従
医は28名（救急科専門医9名）。救急外来、救急ICU、急性期外科、総合診療の4チームがあり、
医師はそれぞれの専門性に軸足を置きながら診療にあたっています。
当院は災害拠点病院（地域災害医療センター）の指定を受けており、地震・豪雨災害発生時には
要請に応じてDMATや医療救護班を派遣しています。2018年の西日本豪雨災害では倉敷市真備町
で大規模水害が発生。当院は災害対策本部を立ち上げ、浸水した医療機関の入院患者さん受け入
れなどにあたりました。
救命救急センターへ搬送される経験は、多くの方は一生に一度、二度。医療従事者が考える救急、
緊急度とは違うかもしれない。しかしその背景には、もしかしたら重大な症状が潜んでいる可能性
がある。
私たちは軽症から最重症まで診る。
この想いのもと、各チームが日々、患者さんと向き合います。 

06 07

救命救急センターには
医師、看護師のほか
薬剤師、救急救命士、
診療放射線技師、
臨床工学技士、
MSW、事務など
多職種が集い、365日
患者さんの命に向き合う

救急専用のCTや処置室があり、直上の2階に手術室、4階には救急ICUを設備。24時間365日いつでも専門科に相談できる体
制を構築しています。脳神経外科・脳卒中科、整形外科、形成外科、循環器内科、腎臓内科、小児科、感染症科とは定期的にカンファ
レンスを実施し、救急外来での診断や処置に対するフィードバックを得ています。

地域の救急医療の

砦として

30,971人

うち入院された方4,744 人（15.3％）

救急外来受診者数（2021年度）

30,971人

うち入院された方4,744 人（15.3％）

救急外来受診者数（2021年度）

9,408件

うち救急搬送後入院数4,983人

救急搬送受入れ件数（2021年度）

9,408件

うち救急搬送後入院数4,983人

救急搬送受入れ件数（2021年度）
「軽症から最重症まで診る」「軽症から最重症まで診る」



クラウドファンディング挑戦中！

購入費の約 60％
10,000,000円

救急医療を必要とされる方に応えたい。
34万kmのその先へ、

想いを乗せて走るためのご寄付を。

倉敷中央病院　レディーフォー 検 索

本プロジェクトへのご寄付は税制優遇の対象となります。
詳細は下のQRコードまたはURLから特設サイトをご覧ください。

プロジェクトの目標額 ご寄付の募集期間

h t t p s : / / r e a d y f o r . j p / p r o j e c t s / k c h

今回引退するのは、心臓専門のドクターカーとして長
く活躍した車両です。１代目の車両は２３年走り続け、
２００５年に２代目へ、その使命を引き継ぎました。
年間最多で６００回を超える出動要請に応え、患者さ
んのもとへ走り続けました。
そして、２０２２年。１７年間で走行距離は３４万キ
ロを超えました。使用頻度の高い救急車両として、既
に耐用年数を超えています。患者さんの安全を考え、
廃車が決まりました。患者さんの危機に一刻も早く駆
けつけるため、新規購入が必要です。

ご寄付いただく皆さまの想いも一緒に乗せて、これから先も走り続けたい。

ご寄付に関するお問い合せ先

担当：倉敷中央病院クラウドファンディング事務局
E -M a i l： k o h o - c f @ k c h n e t . o r . j p
T E L： 0 8 6 - 4 2 2 - 0 2 1 0
所在地：岡山県倉敷市美和 1 - 1 - 1

7月27日-9月30日2022 年

All-in 形式のため、目標金額の達成の有無に関わらず、集まったご寄付を購入費に充てさせていただきます。

市民公開講座の開催状況や疾患の解説記事、

当院で勤務する職員の紹介など、さまざまな

情報を公開していますので、ぜひご覧ください！

〒710-8602　岡山県倉敷市美和1-1-1　TEL.086-422-0210　FAX.086-421-3424　WEB.https://www.kchnet.or.jp

公式SNSで情報発信中

倉敷中央病院からのお知らせ


